
平成２７年６月 東御市教育委員会 定例会会議録  

１ 日 時 

    平成 27 年（2015 年）6 月 29 日（月） 午前９時 30 分から午前 11 時 00 分まで 

２ 場 所 

    祢津小学校 視聴覚室 

３ 議 題 

３ 議題 

（１） 協議（審議・検討） 

議案第 17号 就学援助費支給の認定について 

議案第 18号 東部中学校区小中学校連携教育推進委員会設置要綱（案）について 

 

（２） 報告 

ア ６月定例議会報告について 

イ 教育課 

（ア）県教委及び市教委相互の連絡調整について 

（イ）いじめ、不登校の状況等について 

 

ウ 生涯学習課   

（ア）チャレンジデー結果報告 

（イ）東御市体育施設の今後の運営等維持管理について 

（ウ）青少年研修センター業務移管について   

                     

エ 事故報告について  

                        

（３）今後の行事予定等について 

ア 7 月の行事予定 

イ その他の行事予定 

       7 月 8日（水） 長野県市町村教委連協代議員会及び教育行政懇談会  

 (13 時～ 長野市教育センター 下村教育長職務代理) 

７月 15 日（水） 市町村教育委員会と県教育委員会との懇談会 

(13 時 30 分～ 東信教育事務所 教育長、下村教育長職務代理) 



     8 月 15 日（土） 成人式 

8 月 19 日（水） 総合教育会議 (14 時～ 庁舎公室) 

10 月 3 日（土） 東部地区小学校運動会 

        10 月 14 日(水) 各種団体球技大会(午後) 

10 月 27 日（火） （後期）長野県都市教育長協議会 (上田市) 

  

 

ウ 次回定例教育委員会の開催日・場所について 

      ７月 日（ ） 

 

４ その他 

 

 

 

５ 教育委員の懇談   

   

    

４ 出席者 

○教育長              牛 山 廣 司 

○委 員 

     教育長職務代理者   下 村 征 子 

     委          員   小 林 経 明 

     委          員   小 林 利 佳 

     委          員   直 井 良 一 

  ○その他     

     小林教育課長、勝山生涯学習課長、 

武田学校教育係長、坂口青少年教育係長、 

     畑指導主事、小林指導主事 大塚主査
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会議録  

牛山教育長 

おはようございます。それでは６月定例教育委員会を開催します。 

先日、大川のほたる祭りに行ってきました。すばらしかったです。一昨年も行きましたが、その時

は数えるほどしかいませんでした。今年は森にびっしりとほたるがいました。ほたるを観察する前

に、小林将喜先生からほたるの生態について子ども達にお話されました。地域の方が、次の時代

の子ども達に残したいものということで、ほたるが自然に近い形で舞っていました。５年、１０年もっ

と先、農業との共存があるかと思いますが、水質を汚さず保存ができればよいと思います。東御

市には、あちこちほたるの舞うところがありまして、大変よい環境です。ほたるが生存していける環

境は、私達にとっても生活しやすい環境です。このような保護活動が続けばよいと思います。 

今日は議題が２つあります。よろしくお願いいたします。それでは議題へまいります。 

３ 議題 

（１）協議（審議・検討） 

議案第１７号 就学援助費支給の認定について〈非公開〉 

個人情報の関係もありますので非公開とします。よろしいでしょうか。 

 

全委員 

異議なし。 

 

牛山教育長 

それでは非公開とします。 

次に議案第１８号 東部中学校区小中学校連携教育推進委員会設置要綱（案）について 

 

畑指導主事 

（資料説明）４ページ、５ページ 

 

牛山教育長 

 一貫教育と連携教育は違うので、別々に設置要綱を策定したいという提案です。変更箇所は学

校規模が違うので組織は３０人以下とする。東部中学校区に合わせた設置要綱に一貫教育を変

えるということになります。一貫教育と連携教育は違うので今回の提案であります。ご意見をお願

いします。 

 

小林教育課長 

一貫と連携についての言葉の使い方の定義ですが、一貫では教育課程を優先しているもの、

連携という言葉の使い方については教育課程というものは編成しないものだと理解をして進めた
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いところですが、それについては委員の皆さんよろしいでしょうか。議論していただきたいと思いま

す。 

 

小林経明委員 

大きく舵をきったということですか。 

 

牛山教育長 

そんなことはありません。 

 

小林利佳委員 

連携の先には一貫教育があるということですね。 

 

牛山教育長 

私達はそのように考えています。４小学校が中学校に上がるまでに同じようにきちんと足並みを

そろえておくことが大事です。これが小学校間の大事な連携として位置づいています。 

 

小林経明委員 

一貫教育と連携教育はそもそも違うものです。北御牧の一貫教育は施設分離型のカリキュラム

の一貫性です。東部中学校区の方は連携教育としています。 

 

牛山教育長 

東御市は一貫教育をやります。中をあけてみたら北御牧地区は一貫教育、東部地区は連携教

育と、取り組みの概要を分けて記載しています。連携教育の向こうには一貫教育があることを位

置づけておく必要があります。 

中学校で発生する問題、学力、不登校、それを考えていくと原因は中学校以前にあると考えら

れています。そこにひとつのつながりがなければいけません。一番は指導する教師、意識の連続

性が必要です。具体的にやらなければいけないということで、教育課程の一貫性、教科以外の連

続性はなかなかみられないので、まだまだ検討しなければならないと思います。 

体力の面では運動嫌いの女子中学生について、小学校で何をすべきか、東部中学校において

は、横の連携をしっかり取り教育課程につながっていますということで、中学校へ上がるまでに、

小学校で力を蓄えておく必要があります。中学校で１年生をもう一度やり直し、とならないために

連携、その向こうに一貫教育を構築しています。 

また、地域とつながって学力を、あるいは生活指導を高めていこうというところが、信州型コミュ

ニティスクールという事がでてきます。その組織は、一貫教育の組織立てと信州型コミュニティスク

ールの組織立てと非常に類似しています。地域の方たちの意見や、力を借りて運営しています。

具体的に学習支援、生活支援という仕組みは類似しています。連携教育の向こうに一貫教育が
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あるということで東部中学校区はすすんでいく必要があります。当初の日程では長いスパンで計

画し、連携教育から一貫教育に切り替えていくとスケジュールを組んであります。１年くらい遅れて

います。 

 

小林経明委員 

連携教育の向こうに一貫教育はないと思います。 

そもそも概念が違います。制度的に連携教育が一貫教育に移行することはないと思います。 

連携教育をやっていくと、一貫教育ができるという論理がわからないです。 

 

牛山教育長 

最初から小中教育課程を一貫教育にしていくことは難しいと思います。東部中学校区の考え方

は、連携教育をしています。その先で一貫教育をしましょう。一番大事なところは教職員の意識。

子どもを見る指導の方法、授業の持ち方です。 

北御牧でやっている算数、数学に市の加配の先生が入っています。算数は物理的に２学級を３

学級にできるようになっています。ところがそこを工夫して教科担任制を国語、社会、図工としてい

ます。効果は高いです。なぜかというと小学校の先生が専科的にやることによって、その教科は、

その学年を同等に教えることができます。そう考えると教育課程の一貫性が出てきます。北御牧

地区の場合は明確に出ています。ところが東部中学校区の４小学校をどのように同じ水準にもっ

ていくかは、かなり難しいです。 

 

畑指導主事 

一貫教育という受け止め方をしているのは北御牧だけです。小学校、中学校を一貫して教える

先生の姿を見てもらう計画をしています。東部中区でこの感覚をもってもらうには時間がかかりま

す。小学校の先生達は一貫教育に携わっているという価値観が高まっています。中学校の先生

はそれを感じてきている段階です。教員の資質向上につながっていると思います。 

 

牛山教育長 

  それでは議案第１８号についてまとめます。 

一貫教育と連携教育は質的に違います。置かれた学校の数等の環境により取り組めない場合

があるので一貫教育と連携教育は違いますということで議論が分かれるのでなくて、しっかり一貫

教育と連携教育が二つあると位置づいたと思います。従って東部中学校区では連携教育を進め

ていくということで意見が一致しました。やがて一貫教育になっていくけれどしばらくは連携教育で

やっていくということです。したがって今日ご提案いただいた、東部中学校区連携教育推進委員会

設置要綱はこれでよいということになると思います。市内には一貫教育と連携教育が二つ存在し

ます。きちっとした土台、考えを持ってそれぞれ学区の推進委員会を進めていくということでよろし

いでしょうか。 
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全委員 

異議なし。 

 

牛山教育長 

本日ご提案いただいた、東部中学校区小中学校連携教育推進委員会設置要綱は承認いたし

ます。 

（２）報告 ア ６月定例議会報告にまいります。 

 

小林教育課長 

（教育課関係 資料説明） 

 

勝山生涯学習課長 

（生涯学習関係 資料説明） 

 

牛山教育長 

 イ 教育課について。 

県教委及び市教委相互の連絡調整について。 

 

武田学校教育係長   

（資料説明） 

 

牛山教育長 

いじめ、不登校の状況等について。 

 

小林指導主事   

（資料説明） 

 

牛山教育長 

ウ 生涯学習課 

（ア） チャレンジデーの結果報告 

（イ） 東御市体育施設の今後の運営等維持管理意について 

（ウ） 青年研修センター業務移管について 

 

勝山生涯学習課長 

（資料説明） 
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牛山教育長 

流水プールについて、今後検討していきます。 青年研修センターについては移管されるという

ことでよろしいでしょうか。 

 

全委員 

異議なし。 

 

牛山教育長 

それでは次、事故報告について。〈非公開〉 

個人情報の関係もありますので非公開とします。よろしいでしょうか。 

 

全委員 

異議なし。 

 

牛山教育長 

それでは非公開とします。 

では次に（３）今後の行事予定等について。 

 

小林教育課長  

 ア ７月の行事予定 

（教育課 資料説明 ） 

 

勝山生涯学習課 

（生涯学習課 資料説明） 

 

坂口青少年教育係長 

つづいてイ その他の行事予定について  

7 月 8 日（水）長野県市町村教委連協代議員会及び教育行政懇談会について 

7 月 15 日（水）市町村教育委員会と県教育委員会との懇談会について 

8 月 15 日（土）成人式  

8 月 19 日（水）総合教育会議  

10 月 3 日（土）東部地区小学校運動会  

10 月 14 日（水）各種団体球技大会  

10 月 27 日（火）（後期）長野県郡市教育長協議会 

 

ウ 次回定例教育委員会の開催日・場所について 
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7 月 24 日（金）9 時 30 分より中央公民館で開催とします。 

 

牛山教育長 

以上で定例教育委員会を閉会します。 


